
６Kami ２２２３ Kami

◆
読
書
週
間

【
期
間
】

10
月
27
日
（
金
）
～

11
月
９
日
（
木
）

【
標
語
】

本
に
恋
す
る
季
節
で
す
！

◆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
11
月
19
日
（
日
）

10
時
30
分
～

【
場
所
】
本
館
１
階

【
内
容
】
ギ
タ
ー
演
奏
＆
お
は

な
し
コ
ラ
ボ
（
野
市
ギ
タ
ー
ク

ラ
ブ
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
館
☎
53
・
０
３
０
１

◆
香
北
地
区
文
化
展

【
日
時
】

・
11
月
11
日
（
土
）

　

９
時
～
16
時
30
分

・
11
月
12
日
（
日
）

　

９
時
～
15
時
30
分

※

お
は
な
し
会
の
時
間
は
、
10
時
30

分
～
11
時
と
13
時
30
分
～
14
時
で
す
。

【
場
所
】
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

出
前
ミ
ニ
図
書
館
・
マ
グ
ネ
ッ

ト
作
り
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
北
分
館
☎
59
・
４
５
５
０

◆
物
部
地
区
文
化
展

【
日
時
】
11
月
18
日
（
土
）

１
部
＝
10
時
30
分
～

２
部
＝
13
時
30
分
～

【
場
所
】

奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
内
容
】
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー

ド
作
り
・
お
は
な
し
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

物
部
分
館
☎
52
・
９
２
９
５

◆
英
語
絵
本
（
本
館
）

　

図
書
館
で
は
、
英
語
と
日
本

語
が
書
か
れ
た
絵
本
や
、
英
語

だ
け
の
絵
本
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
小
学
校
か
ら
の
英
語
必

修
化
に
先
駆
け
て
、
ご
家
庭
で

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
子
ど
も
と
た
の
し
む
は
じ
め

て
の
え
い
ご
え
ほ
ん
Ｃ
Ｄ
付
】

・
に
ほ
ん
の
お
は
な
し
（
も
も

　

た
ろ
う
・
さ
る
か
に
か
っ
せ

　

ん
・
か
さ
じ
ぞ
う
等
）

・
せ
か
い
の
お
は
な
し
（
お
お

　

き
な
か
ぶ
・
う
さ
ぎ
と
か
め
・

　

き
ん
の
お
の
ぎ
ん
の
お
の
等)

【
全
文
英
語
絵
本
Ｃ
Ｄ
付
】

・H
a
v
e
 y

o
u
 se

e
n
 m

y
 c

a
t?

（
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
絵
）
な

　

ど
５
冊

市
立
図
書
館

Ｐｉｃｋ  Ｕｐ
ぼくの村は

壁で囲まれた

高橋真樹　著

パレスチナの子どもたち

の視点で伝えるパレスチ

ナ問題。イスラエルとの

宗教戦争だと思われがち

だが、実はそうではない

という事実が･･･。

ＳＮＳ炎上

ＮＨＫオトナヘノベル   編

現代の１０代が抱えるリア

ルな悩みを描いた作品。

スマホひとつで気軽に投

稿した写真に、思いもよ

らない反響があり次第に

追い詰められていく。

この世の春

宮部みゆき　著

下野北見藩で家臣らが

『君主押込』を実行。藩

主が押し込められた座敷

牢で、怪しい女の声や子

どもの声が聞こえてくる。

いったい何が起きたのか･･･。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
勇
記
念
館　

☎
58
・
２
２
２
０

猪
野
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

吉
井
勇
の
歌
碑
が
建
つ
猪

野
々
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

轟
の
滝
の
紅
葉
や
猪
野
々
の

歴
史
ス
ポ
ッ
ト
、
勇
ゆ
か
り
の

場
所
な
ど
を
巡
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

【
日
時
】
11
月
18
日
（
土
）

10
時
～
15
時　

※

小
雨
決
行

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

（
吉
井
勇
記
念
館
隣
）

【
申
込
締
切
】
11
月
10
日
（
金)

【
定
員
】
20
人　

※

先
着
順

【
参
加
費
】
２
千
円
（
入
館

料
・
お
弁
当
・
お
茶
付
き
）

【
行
程
】
記
念
館
集
合
→
轟
の

滝
→
昼
食
→
記
念
館
・
渓
鬼
荘

見
学
→
周
辺
散
策
→
解
散

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。

行
き　

９
時
20
分
発

（
Ｊ
Ｒ
美
良
布
駅
９
時
40
分
）

帰
り　

15
時
15
分
発

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ  

『
吉
井
勇
と
猪
野
々
を
語
ろ
う
』

　

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
は
、
勇

の
猪
野
々
で
の
心
境
や
短
歌
な

ど
を
通
じ
て
、
癒
や
し
と
な
っ

た
猪
野
々
の
魅
力
に
つ
い
て
語

り
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
吉
井

勇
に
つ
い
て
知
ら
な
い
方
で
も
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
12
月
２
日
（
土
）

14
時
～
15
時

※

13
時
10
分
よ
り
学
芸
員
に
よ
る
展

示
解
説
（
要
入
館
料
）

【
場
所
】
猪
野
々
集
会
所

（
吉
井
勇
記
念
館
隣
）

【
参
加
費
】

無
料
（
お
茶
・
菓
子
付
き
）

【
定
員
】
20
人　

※

先
着
順

【
送
迎
バ
ス
】※

要
予
約

香
美
市
役
所
本
庁
舎
か
ら
、
Ｊ

Ｒ
バ
ス
美
良
布
駅
経
由
。　

行
き　

12
時
30
分
発

（
Ｊ
Ｒ
美
良
布
駅
12
時
50
分
）

帰
り　

15
時
15
分
発

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

　７月から９月にかけて、全４回の『コミ

ュニケーション能力を飛躍的に向上させる

講座』と『愛し愛される“ほっこり女子”

養成講座』を行いました。

　今回は、参加された皆さんからいただい

た感想の一部をご紹介します。

  ・習ったスキルを実行していき自分のも

　  のにしていきたい

  ・仕事に活かしていきたい

  ・生活でも役立てられるよう実践したい

  ・改めて自分を見つめる時間となった

  ・男性と女性の心理の違いが分かった

  ・自分を見つめ直すことで、相手のこと

　  を考えるきっかけになった

　このように、前向きな声をたくさんいた

だきました。参加した皆さんの意見や感想

をしっかりと受け止めて、今後さらに良い

内容の講座や企画につなげていきたいと思

います。（地域づくり支援員・大西智予）

地域づくり支援員の

　

短
歌
の
部　
　
　

（
選
者　

岡
崎
桜
雲
氏
）

特　
　
　

選　

 　

十
六
日
今
日
は
み
霊
の
帰
る
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初
蝉
の
声
長
く
は
続
か
ず　
　
　

宮
地　

亀
好

優　
　
　

秀　

 　

草
稲
は
野
色
に
育
て
と
父
言
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
よ
こ
ん
年
の
色
は
濃
す
ぎ
る　
　
　

大
岸
由
起
子

優　
　
　

秀　
　

 

町
の
清
掃
終
へ
て
人
ら
の
寄
る
道
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
竹
は
伸
ぶ
皮
を
散
ら
し
て　
　
　

小
松
も
と
み

佳　
　
　

作　
　

 

敗
色
の
濃
く
な
り
し
試
合
に
声
涸
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
年
額
を
拭
ひ
も
せ
ず
に　
　
　

古
川　

安
子

佳　
　
　

作　
　

 

良
き
事
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
と
汝
は
言
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ア
ス
し
て
よ
り
よ
き
こ
と
聞
こ
ゆ　
　
　

田
村　
　

光

佳　
　
　

作　
　

 

雨
を
聴
き
雨
を
見
つ
め
て
わ
が
胸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
だ
あ
ず
け
る
緑
児
熱
し　
　
　

佐
々
木
真
里

佳　
　
　

作　
　

 

門
口
で
お
名
晴
れ
迎
ふ
古
老
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
気
張
り
な
さ
れ
と
後
押
し
の
声　
　
　

中
村　

定
子

　

俳
句
の
部　
　
　

（
選
者　

亀
井
雉
子
男
氏
）

特　
　
　

選 　
　

炎
天
の
人
類
絶
滅
危
惧
種
な
り　
　
　

  　
　
　
　
　

野
村　

里
史

優　
　
　

秀　
　

 

一
本
の
樹
か
ら
は
じ
ま
る
蝉
時
雨　
　
　

  　
　
　
　

橋
本　

昭
和

優　
　
　

秀　
　

 

梅
雨
の
浜
変
体
假
名
の
津
波
の
碑　
　

  　
　
　
　
　

明
石　

韮
生

佳　
　
　

作　

 　

手
花
火
の
一
閃
亡
母
が
来
て
お
り
ぬ 　

 　
　
　
　
　

樫
谷　

雅
道

佳　
　
　

作　

 　

鳳
仙
花
本
音
が
ぽ
ん
と
弾
き
出
る　
　
　
　

 　
　
　

 

山
﨑　

鈴
子

互
選
高
点
賞　
　

 

夏
帽
子
ず
ら
し
て
谷
の
水
を
飲
む　
　
　

  　
　
　
　

森
田　

菊
惠　
　

第
11
回
香
美

回
香
美
・
香
南

・
香
南
地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

第
11
回
香
美
・
香
南
地
区
短
詩
型
文
学
振
興
大
会

香
美
・
香
南
地
区
文
化
協
会
長
賞

※

掲
載
し
て
い
る
受
賞
作
品
は
香
美
市
の
方
の
作
品
の
み
で
す
。

　
　
　

（
９
月
２
日
・
香
美
市
役
所
）

ほ
う
せ
ん
か

か
ど
ぐ
ち

い
っ
せ
ん

か

へ
ん
た
い
が
な

▲愛し愛されるされる“ほっこり女子”養成講座


